
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

北陸地方整備局・北陸信越運輸局
バリアフリー教室等の取組みについて

資料１０





北陸地方整備局の取組み

● 北陸地方整備局 北陸技術事務所の構内体験学習場「ほくぎひろば」における体験教室

北陸技術事務所構内には“車いす介助体験”“視覚障害者介助体験”“高齢者介助
体験”ができる体験学習場「ほくぎひろば」が整備されています。
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■ 体験受入日 ： 月曜日～金曜日（行政機関の開庁日）
４月～１０月、雨天中止

■ 受入時間帯 ： ９：３０～１２：００ および １３：３０～１６：００
■ 小学生４年生以上で、どなたでも体験することができます。
■ 必ず事前に予約をし、当日は受入承諾書（またはその写し）を提示してください。
■ １日の体験人数は、４０人までです。
■ 運動ができる服装でお願いします。
■ 小学校については、１コース１名以上の成人（指導監督のできる方）の引率をお願いします。

◆ 体験にあたって

コース名 所要時間 人数 内容

交通バリアフリー体験
（屋外）

車いす体験 ３０分 １２人 バリアがあることの
大変さを体験し、バリ
アの無い街づくりの
大切さを学びます。

視覚障害者体験 ３０分 １２人

高齢者体験 ３０分 １２人

◆ 体験コース



北陸地方整備局の取組み

◆ 体験状況

■ 申込み用紙を、下記までＦＡＸまたはメールで送付してください。
北陸技術事務所 総務課
ＴＥＬ ： 025-231-1281 
ＦＡＸ ： 025-231-1282 
メール：hokugi_hiroba@gxb.mlit.go.jp

■ 体験希望日の、１ヶ月前までにお申込みください。

◆ 申込みについて

■詳細は、北陸技術事務所ＨＰにてご確認ください。
https://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/about/study/918/779/
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日 時： 令和4年9月13日（火） 13：45 ～ 15：00

場 所： 万代島多目的広場（新潟県新潟市）

参加者： 新潟市内のタクシー関係者、障害当事者など 計１９名

主 催： 北陸信越運輸局、新潟県ハイヤー・タクシー協会

協 力： 新潟市ハイヤータクシー協会、新潟地域個人タクシー連合会

【実施概要】

お客様の多様なニーズや特性の理解、円滑なコミュニケーションの確保

など、タクシー乗務員の接遇と介助の向上を目指すため、

・JPN TAXIの車椅子スロープの設置と格納

・多様なお客様の理解とコミュニケーション

・乗降時の介助法

の研修を、障害当事者の接遇演習を交えながら実施しました。

今回の研修では、新潟市ハイヤータクシー協会及び新潟市個人タクシー

事業協同組合の方に講師として、また、視覚障害者（盲導犬ユーザー、白

杖ユーザー）、車椅子利用者（手動車椅子ユーザー、電動車椅子ユーザー

）の4名にも協力をいただきました。

【参加者の声】

・障害者のお客様とのコミュニケーション（声かけ）の大切さに気づけた。

・盲導犬ユーザーを乗せたことがなかったので乗車体験できてよかった。

・車椅子ユーザーの接客について知ることができた。

・障害者の生の声が聞けてよかった。今後の業務に活かしていきたい。

・障害者と乗務員がコミュニケーションを取れる場をもっと作ってほしい。

北陸信越運輸局の取組み①

【接遇演習の様子】



日 時： 令和4年9月13日（火） 13：45 ～ 15：00

場 所： 万代島多目的広場（新潟県新潟市）

参加者： 新潟市内のタクシー関係者 ２０名

主 催： 北陸信越運輸局、新潟県ハイヤー・タクシー協会

協 力： 新潟市社会福祉協議会、中央区社会福祉協議会

【実施概要】

視覚障害、車椅子利用の疑似体験を通じて、乗務員としてサービスを提

供する際の「気づき」を得ることを目的に、

・視野視覚を制限したアイマスクを装着しての歩行

・視覚障害者の介助方法

・車椅子の使用方法（広げ方、たたみ方、ロック）

・車椅子の利用者の介助方法（声のかけ方、坂道、段差の乗り越え）

を体験していただきました。

今回の体験会では、中央区社会福祉協議会に講師として協力をいただき

ました。

【参加者の声】

・相手の気持ちになることの難しさを改めて感じた。

・目の不自由な方に対しての対応（特に不安軽減のための声かけ）等、

体験を活用することで業務のレベルが上がると思う。

・障害を持つ方が我々に何を求めているかをくみ取る意識を高く持つ

よう心がけたい。

・当たり前のことを当たり前に出来る新潟になって欲しいと思う。

・今回の体験会に参加できなかった方にも体験できた内容を伝えたい。

北陸信越運輸局の取組み①

【視覚障害者疑似体験】

【車椅子疑似体験】



日 時： 令和4年9月13日（火） 15：10 ～ 16：00

場 所： 万代島多目的広場（新潟県新潟市）

参加者： 新潟市内のタクシー関係者、障害当事者など

パネリスト8名、聴講者約７0名

主 催： 北陸信越運輸局、新潟県ハイヤー・タクシー協会

協 力： 新潟市ハイヤータクシー協会、新潟地域個人タクシー連合会

【実施概要】

「タクシーとユニバーサル社会」「タクシーが支えるこれからのバ

リアフリー」をテーマに、タクシー利用者（今回は視覚障害と車椅子

利用者）とタクシー乗務員の双方が信頼関係や価値を高め、ホスピタ

リティ（共創と相互満足）向上のヒントを探ることを目的に意見交換

を行いました。

コーディネーターに、有限会社ミカユニバーサルデザインオフィス

代表 中村美香 氏を迎え、障害当事者（４名）とタクシー経営者とタ

クシー乗務員（４名）の計８名により、誰もが快適で利用しやすいタ

クシーを目指して、熱心にご議論いただきました。

【パネリストの主な発言等】

〈車椅子利用者〉

・UDタクシーは知っていたが、自身が使用する電動車椅子の規格で乗降できる

かが分からず、乗ってはみたかったが乗れなかったときの迷惑を考えたら依頼

を躊躇してしまっていた。

・利用したい時間に利用できなかったので、それ以降、タクシーに乗っていない。

〈視覚障害者〉

・盲導犬の乗車拒否ニュースなどがあるが、動物好きの運転手さんは声をかけて

くれるので、それがコミュニケーションにもなっている。新潟のタクシー運転

手は対応が非常に良い。

・今まで、利用時に不便に感じたり不満に思ったことはない。

障害者が日頃感じているエピソードをコーディネーターに引き出していただき、

そのエピソードを聞いたタクシー関係者の方々からは 『障害のある方が、どうい

う思いでタクシーを利用しているか・利用したいかが分かった。

また、今回の体験で事業者として不安な部分も明確になったので、問題解決に

向けて取り組み、実際の対応時の注意点などを考えていきたい』といった発言が

ありました。

【聴講者からの主な意見等】

・障害者の意見を率直に聞けてよかった。

・タクシー事業者として、利用者が「行きたい」が「行ける」環境にするために、

なすべきことは何なのかを考えさせられた。

・今後も体験会を開催してもらいたい。

・意見交換会は事前にネタを集めておいた方が良かったのではないか。

・観光の企画、タクシー乗り場改善の意見交換会を開催してもらいたい。

＊参加された障害当事者の方々からは『体験会や意見交換会のような意見をで

きる場がなかったので非常にいい企画でした』 『今後もこのような当事者参

加型のイベントを開催していただきたいです』という声がありましたので、

いただいた意見を参考にしていきながら、関係団体と連携を図り継続的に開

催できるよう取り組んでいきます。

北陸信越運輸局の取組み①



日 時：令和４年１０月２５日（火）13：00～15：10
令和４年１０月２７日（木）13：00～15：10

場 所：新潟空港内２階 有料待合室
主 催：北陸信越運輸局
協 力：新潟空港ビルディング株式会社

社会福祉法人新潟市東区社会福祉協議会
参加者：令和４年１０月２５日 第１部 18名 第2部 15名

令和４年１０月２７日 第１部 24名 第2部 24名

北陸信越運輸局の取組み②

〇実施概要
新潟空港関係者（グランドスタッフ、館内総合案内所スタッフ、警備員、施設

管理者等）を対象に開催しました。初級編では、アイマスクを使っての視覚障害
者体験、日常で使用できる簡単な手話体験、また、ステップアップ編では障害当
事者からの実際の生活を基にしたお話をいただきながら、一人ひとりが多様な人
のことを思いやる「心のバリアフリー」の取得を目指しました。
（内容の詳細については、下段参照）



（参加者の声）

・障害についての基本的な知識を知ることができる良い機会だった
・「大丈夫ですか？」ではなく「お手伝いしましょうか？」の声のかけ方については参考になった
・障害の種類もケースも多様なので、まずは声かけを実践して希望や要望を聞いてあげることが重要だと思った
・障害をお持ちの方はもちろん、お客様ひとり一人に対して丁寧な接客をしていきたい
・今までは接し方が分からず避けていたところがあったが、講話の内容を活かしてこれからは積極的に対応していきたい
・自身も標識などを意識しながら生活していこうと思った
・空港でのチェックイン、搭乗、到着などで使える手話の講座があると良い
・手話を学ぶ環境に自分から入って、若いうちから手話でコミュニケーションを取れるようになりたい
・折り紙体験がとてもよかった
・当事者の方からの本音が聞けたので、今後に活かしながら新潟空港がよりよい施設になるよう努めたい
・講話で紹介のあったコミュニケーションボードを、保安検査場にも導入していきたい
・定期的に開催していただき、より多くの館内スタッフが受講できた方が有益だと思う
・新潟空港をバリアフリーという観点で施設点検していただき不安全箇所を確認していただけたらと思った

北陸信越運輸局の取組み②

【アイマスクをしての折り紙体験】【手話講座】



北陸信越運輸局の取組み③

日 時：令和４年１２月１日（木）９：１０～１２：２０
場 所：富山短期大学 キャンパス内
主 催：北陸信越運輸局
協 力：富山地方鉄道株式会社、富山県タクシー協会
対象者：富山短期大学幼児教育学科の学生（７７名）

〇実施概要
富山短期大学幼児教育学科の学生を対象に、バリアフ

リーについての理解を深めることでボランティア意識を
高めていただき、誰もが高齢者等に対し「お手伝いしま
しょう」とごく自然に声をかけて快くサポートできる社
会（心のバリアフリー）の構築を目指すことを目的にバ
リアフリー教室を開催しました。

当日は、手や足に重りを付けたり、白内障を再現した
ゴーグルを着用した高齢者疑似体験や、目が見えない状
態で折り紙を折ってもらう視覚障害者疑似体験、ノンス
テップバスやユニバーサルデザインタクシーに乗降する
車椅子体験などを実施しました。

○参加者の声
～高齢者疑似体験～
・介助をしてみて、色んな視点で学校を見ることができた
・自分の祖父がこのような体感だと分かり関わり方の見直しをしようと思った
・パートナーが視界が悪いと言って度々ぶつかっていたので、誘導は大切だと思った
・トイレの手すりの大切さを感じた
・本人がしようとしてもできないことを否定するのではなく、どのような方法がよいか

を考えて丁寧に向き合っていきたいと思った

～視覚障害者疑似体験～
・見えないからこそ、「どこ」に「何を」と具体的に伝えることが必要だと感じた
・説明する側の時に、適切にわかりやすく説明できず「違う！」ばかり言ってしまって

相手の気分を悪くさせてしまった
・目が見えなくてどうしたらいいか分からなかったけど、パートナーがわかりやすく伝

えてくれたことで安心することができた
・言葉だけで伝える難しさを感じたので、わかりやすい言葉をかけてあげるよう心がけ

たい
・人に説明する力を高めることができた

～車椅子体験～
・乗っている人が安心できるように、段差を通るとき以外も声をかけてあげることが大

切だと思った
・バスやタクシーに車椅子で乗る体験はなかなかできないのでいい経験だった
・バスへの乗車がすごく怖かったし、不便さをすごく感じた
・最初は楽しそうだと思ってお手本を見ていたが、実際に体験してみると体力が必要で

支援する側の大変さを知った
・車に乗り込むという１つの動作が増えることで、支援する側の平地を移動する時とは

違った工夫が必要

【車椅子体験（ノンステップバス）】 【車椅子体験（UDタクシー）】 【高齢者疑似体験】 【視覚障害者疑似体験】



北陸信越運輸局の取組み④

日 時：令和５年２月１３日（月）９：３５～１１：２５
場 所：新潟市立中之口東小学校
主 催：北陸信越運輸局
協 力：西蒲区社会福祉協議会
対象者：新潟市立中之口東小学校 ４年生児童（２０名）

〇実施概要
新潟市立中之口東小学校の児童を対象に、バリアフリーに

ついての理解を深めることを目的に、バリアフリー教室を開
催しました。

当日は、車椅子体験を実施。児童らがペアを組んで車椅子
の使用者役と介助者役に分かれ、それぞれの立場から体験し
ました。

今回の体験をとおして、普段の生活の中で車椅子を使用さ
れる方にとって、どのような支援が必要になるか等を学びま
した。

○参加した小学生の感想（代表者抜粋）

【基礎編】
体育館に疑似体験コースを作って車椅子の操作方法、介助方法を学習

【発展編】
校舎内の設備を（車椅子に乗って・車椅子を押して）体験

【手洗い場】

【手洗い場】

【玄関（段差）】

【玄関（スロープ）】【多目的スペース（スロープ）】

【多目的トイレ】


